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暮らし、営業を暮らし、営業を
応援する区政に応援する区政に

6月に開かれた区議会第2回定例会
に先立ち、日本共産党北区議員団は山
田区長に、200 億円に積み上がった
財政調整基金を活用し、暮らし・営業
を支援する施策を実現するよう申し入
れ。給付金の対象拡大や、学校・幼稚
園の給食費無償の恒久化など、切実な
区民要望が実現しました。

旧赤羽台東小学校跡地に建設される北区児童
相談所のブロックプランが発表に。一時保護所、
子ども家庭支援センター、教育総合相談セン
ターを併設し、2026年度末に開設の予定です。

山田区長に申し入れる北区議員団

足立区で返済不要の給付型奨学金や高校生応援
支援金の制度を新設したことを示し、北区でも実
現を急ぐべきと要望。区長から、「若い世代にとっ
て区独自の給付型奨学金制度は有効と考えてい
る。具体的な制度設計について、引き続き、研究、
検討を進めていく」との答弁を引き出しました。

返済不要の
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区として検討
ながいともこ議員

党議員団が山田区長に申し入れ

宇都宮ゆり議員
物価高騰の下、「電気代の値上げでこの夏を乗
り切れるかどうか」、「店舗家賃の支払いがきつく
廃業を考えている」といった声に応える区内事業
者向け給付金の支給など、直接支援策の実施を求
めました。さらに、10 月からのインボイス制度
は延期するよう国に求めよ、と迫りました。
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切実な区民要望が実現！
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北区の財調基金残高推移



マイナンバーカードの強制やめよ
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せいの 恵子 のの山 けんながい ともこ 本田 正則野口 まさと 山崎 たい子

山田区長は、「100年先を見据えたまちづくり !」として、「公民連携」に
よる駅周辺まちづくり推進の姿勢を示しています。この間、区は、十条や赤
羽駅前で大規模な市街地再開発や高層マンション建設を誘導していますが、
一方で、「タワマンなしで程よく発展」と願う声や、投入される多額の税金
がゼネコンやディベロッパーなど大企業の利益に注がれる再開発の仕組み
を批判する声も強くなっています。日本共産党は、大型開発優先ではなく、
身の丈に合ったまちづくりへの転換を求めています。

岸田内閣が来年の秋に、健康保険証とマイナ
ンバーカードを一体化し、紙の保険証を廃止し
ようとしていることに、怒りが沸騰しています。
各種世論調査でも、紙の保険証廃止の延期・撤
回を求める声は7割超にのぼっています。
そもそもマイナンバーカードを取得するかど
うかは本人の自由です。国や行政がカードの取
得を強制することがあってはなりません。

大型開発優先ではなく

身の丈身の丈にに合った合った
まちづくりまちづくりにに

今年度から 2か年で基本計画を策定する赤羽
駅周辺のまちづくりでは、赤羽小学校の移転が大
きな焦点に。まちづくり協議会幹事会や懇談会で
の議論では、小学校と赤羽公園を今の場所に残し
て改築・改修することを望む意見が多数です。住
民合意に沿った計画とするよう、区に求めました。

赤羽小学校と
赤羽公園は
今の場所に
のの山 けん議員

FNN 7月世論調査

20 年後の将来像を描く北区基本構想（案）に多くのパブ
リックコメントが寄せられました。日本共産党は企画総務委
員会で、区民の声を引きながら「" 軍都 " と呼ばれた北区が
戦後、軍事施設を次々と解放し、平和都市へと発展してきた
歴史をしっかり構想に書き込むべきだ」と提案しました。

「軍都から平和都市」 
 北区の歴史明記を

区長の「現場主義」、
「双方向主義」どこへ？

所信表明で「現場主義」、「双方向主義」を掲げる山田区長
ですが、計画見直しを求め裁判をたたかっている赤羽西地区
補助 86号線の原告住民のもとへ足を運び、声を聞いて欲し
いと求めた日本共産党の代表質問に対し、「様々な意見があ
ると承知しているが、事業の推進に努める」と冷たく答弁。
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